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音程について
2003/3/14 平野拓一（東京工業大学）
1. はじめに
1.1 説明
2. 音程(interval)
2.1 音程名
[image: image5.wmf]
幹音（ピアノの白鍵）同士の距離を求める。白鍵同士の全音（半音２個分）と半音（ピアノの白鍵と黒鍵の違いを無視して音を順番に並べたときの１つ分）の個数を調べる。起こりうるものを全て列挙すると次の表のようになる。
表 1 音程名

	
	
	
	
	
	

	(全音)+(半音)+1
	全音
	半音
	(全音)*2

+(半音)
	音程名
	Cを基準
としたとき

	1度
	0
	0
	0
	完全1度
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	2度
	0
	1
	1
	短2度
	C#

	
	1
	0
	2
	長2度
	D

	3度
	1
	1
	3
	短3度
	D#

	
	2
	0
	4
	長3度
	E

	4度
	2
	1
	5
	完全4度
	F

	
	3
	0
	6
	増4度
	(F-B間)

	5度
	2
	2
	6
	減5度
	F#

	
	3
	1
	7
	完全5度
	G

	6度
	3
	2
	8
	短6度
	G#

	
	4
	1
	9
	長6度
	A

	7度
	4
	2
	10
	短7度
	A#

	
	5
	1
	11
	長7度
	B

	8度
	5
	2
	12
	完全8度
	C


ところで、音楽ではこのように音程名を付けるが、全音と半音の数を列挙するのと等価であり、数学の問題として考えるときは{全音数, 半音数}の組み合わせ（リスト、ベクトル）を用いた方が考えやすい。
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図 1 音程の変化
完全８度（１オクターブ）ずれるとき、{白鍵, 黒鍵}={5,2}である。
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